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士
伝 
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文
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2
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0
0
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鳥
羽
伏
見
の
戦
い
の
夜
、
ひ
と
り
の

新
選
組
隊
士
が
大
阪
南
部
藩
屋
敷
の

門
を
叩
く
。
隊
士
の
名
は
、
吉
村
貫
一

郎
。
元
南
部
藩
士
で
、
貧
し
さ
ゆ
え
に

藩
を
脱
藩
し
、
新
選
組
に
身
を
投
じ
た

の
で
あ
っ
た
。 

剣
の
腕
が
た
つ
吉
村
は
、「
人
切
貫 

一
」
と
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。
一
方
で
、 

蔑
ま
れ
て
も
「
守
銭
奴
」
に
徹
し
て
い 

た
の
は
家
族
の
た
め
。
死
に
た
く
な
い 

       

    

か
ら
人
を
斬
る
と
公
言
し
て
は
ば

か
ら
な
い
。
新
選
組
で
た
だ
ひ
と
り
、

庶
民
の
心
を
失
わ
な
か
っ
た
隊
士

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

輪
違
屋

わ
ち

が
い
や

糸
里

い
と
さ
と 
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次
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文
芸
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0
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4
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島
原
の
遊
女
糸
里
と
、「
み
ぶ
ろ
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
壬
生
浪
士
組
（
の
ち
の

新
選
組
）
の
物
語
で
す
。 

 

浪
士
組
は
、
芹
沢
鴨
を
筆
頭
と
す
る 

水
戸
派
と
近
藤
勇
を
筆
頭
と
す
る
試 

       

      

衛
館
派
に
分
か
れ
て
対
立
を
深
め
て

い
た
。
京
の
都
で
乱
暴
狼
藉
を
は
た
ら

く
水
戸
派
に
対
し
て
、
近
藤
勇
た
ち
に

よ
る
粛
清
が
は
じ
ま
る
。 

 

武
士
で
あ
る
芹
沢
を
百
姓
で
あ
る

近
藤
や
土
方
が
斬
る
。
幕
末
と
い
う
時

代
を
彷
彿
と
さ
せ
る
出
来
事
で
す
。 

一
刀
斎
夢
録 
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2
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1
1
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最
強
と
謳
わ
れ
た
新
選
組
三
番
隊

隊
長
・
斎
藤
一
は
、
西
南
戦
争
を
経
て
、

大
正
時
代
ま
で
生
き
残
り
ま
し
た
。 

 

老
い
た
斎
藤
一
が
近
衛
師
団
の
若

い
中
尉
に
夜
ご
と
語
る
、
幕
末
の
動
乱
、

そ
し
て
剣
の
奥
義
。 

 

新
選
組
の
辿
っ
た
運
命
を
、
斎
藤
一

の
視
点
で
語
ら
れ
ま
す
。 

新選組のふるさと日野  

まことくん絵付体験 
日野市立図書館ブックリスト 2025 

新
選
組
を
語
り
な
が
ら
、
自
分
だ
け
の
ま
こ
と
く
ん
を
つ
く
る
講
座
。
講
座
に

参
加
す
る
前
に
、
浅
田
次
郎
氏
の
新
選
組
三
部
作
を
読
ん
で
、
予
習
し
て
お
き
ま

せ
ん
か
？ 

浅田次郎氏略歴 
1951 年東京生ま

れ。旺盛な執筆活動とそ

の功績により 2015 年

に紫綬褒章を受章、19

年に菊池寛賞を受賞。

「鉄道員」で直木賞、「中

原の虹」で吉川英治文学

賞、「帰郷」で大佛次郎

賞受賞。 


